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資
料
紹
介
『
文
久
三
年
　
葛
城
彦
一
日
記
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
　
村
　
哲
　
二

　
は
じ
め
に

　

当
館
は
、
幕
末
の
薩
摩
藩
士
、
葛
城
彦
一
に
関
す
る
資
料
約
一
五
〇
点
を
所
蔵
し
、

ま
た
、
数
点
の
資
料
の
寄
託
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
葛
城
本
人
が
書
い
た

日
記
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
幕
末
維
新
期
の
形
勢
を
考
察
で
き
る
重
要
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
九
月
二
日
か
ら
十
一
月
朔
日
ま
で

の
約
二
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
日
記
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、

島
津
久
光
の
三
度
目
の
上
京
に
あ
た
り
、
葛
城
が
関
わ
っ
た
薩
摩
藩
に
よ
る
九
州
諸

藩
と
長
州
藩
の
形
勢
視
察
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
当
日
記
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
部
分
が
既
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、

多
く
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
わ
ず
か
に
欠
け
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、

筆
者
の
加
筆
を
付
け
加
え
な
が
ら
、
文
章
の
後
に
葛
城
の
動
向
並
び
に
当
時
の
政
治

情
勢
の
説
明
な
ど
を
付
し
た
。
ま
た
、
判
読
し
に
く
い
文
字
は
、
□
と
し
た
。

　
一
　
尊
王
の
志
士
　
葛
城
彦
一

　

葛
城
は
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
、
加
治
木
島
津
家
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
旧

名
を
竹
内
経
成
と
い
っ
た
。
国
学
を
学
び
江
戸
に
出
て
、
当
時
国
学
の
大
家
と
し
て

有
名
で
あ
っ
た
平
田
篤
胤
に
師
事
し
た
。
幕
末
の
志
士
た
ち
は
、
後
期
水
戸
学
と
と

も
に
平
田
国
学
を
学
ん
だ
人
物
が
多
い
が
、
篤
胤
本
人
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
人
は
少

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
葛
城
は
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
帰
郷
し

た
後
も
、
多
く
の
学
者
や
志
士
た
ち
と
交
わ
り
、
尊
王
の
志
を
厚
く
し
て
い
っ
た
。

　

島
津
家
の
家
督
相
続
の
内
紛
で
は
斉
彬
を
推
し
た
が
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年

の
嘉
永
朋
党
事
件
（
斉
彬
派
の
弾
圧
）
に
連
坐
し
そ
う
に
な
っ
た
た
め
に
脱
藩
し
、

福
岡
藩
主
の
黒
田
斉
溥
（
島
津
重
豪
の
十
三
男
、
斉
彬
の
支
持
者
）
を
頼
っ
た
。

　

そ
の
後
、
文
久
三
年
に
許
さ
れ
て
帰
藩
し
、
加
治
木
島
津
家
出
身
で
島
津
久
光
の

養
女
と
し
て
近
衛
忠
房
に
嫁
い
だ
貞
姫
付
の
付
人
と
し
て
近
衛
家
に
仕
え
る
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
に
九
州
諸
藩
や
長
州
藩
の
視
察
な
ど
を
、
藩
の
家
老
小
松
帯
刀
や
側
役

大
久
保
利
通
ら
か
ら
命
じ
ら
れ
た
。

　
二
　
日
記
か
ら
見
え
る
文
久
三
年
葛
城
の
形
勢
視
察

　

表
題
の
日
記
は
、
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
後
、
島
津
久
光
が
朝
廷
の
命
令

を
奉
じ
て
三
度
目
の
上
京
を
す
る
に
あ
た
り
、
久
光
上
京
に
先
ん
じ
て
九
州
諸
藩
や

長
州
藩
の
形
勢
を
視
察
し
、
報
告
す
る
任
務
を
帯
び
た
際
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

久
光
は
、
政
変
後
の
中
央
政
局
に
お
い
て
、
自
ら
が
主
導
す
る
幕
府
と
諸
侯
を
含

め
た
朝
廷
全
体
の
改
革
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
前
に
諸
侯
と
連
携
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を
と
る
必
要
が
あ
り
、
同
じ
九
州
の
福
岡
、
熊
本
な
ど
の
諸
藩
の
要
人
と
接
触
し
、

形
勢
を
探
る
事
は
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
任
務
に
葛
城
が
任

じ
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
人
脈
な
ど
か
ら
妥
当
な
人
事
で

あ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

以
下
、
日
記
を
日
付
ご
と
に
掲
載
し
て
い
き
な
が
ら
、
葛
城
の
動
向
並
び
に
九
州

諸
藩
や
長
州
藩
の
政
治
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
た
い
。

　

九
月
二
日　

晴　
　
　

文
久
三
年

一
、
四
ツ
時
梶
木
出
立
、
湯
之
尾
ニ
而
夜
入
、
此
所
よ
り
五
人
共
夕
飯
頼
候
而
給

ル
、
則
立
四
ツ
時
比
大
口
ニ
着
泊
ル
、
此
所
よ
り
先
觸
水
俣
江
仕
出

二
、
三
日
、
日
出
ニ
立
、
小
河
内
御
番
所
ニ
卒
度
立
寄
、
丸
太
氏
出
合
、
宮
原
ハ

湯
之
尾
二
鉄
砲
張
合
罷
越
候
由
に
て
留
守
也
、
今
夜
九
ツ
時
比
佐
敷
ニ
着
、

夜
食
相
頼
候
而
給
、
此
所
ニ
禰
寝
家
御
泊
也
、
夜
通
人
馬
継
立
通
ル

三
、
四
日
、
昼
比
八
代
継
所
ニ
人
馬
相
待
居
候
処
、
禰
寝
家
御
出
、
税
所
氏
も
此

所
ニ
而
逢
、
今
晩
右
近
殿
小
川
ニ
御
泊
之
所
、
極
内
ニ
而
税
所
氏
御
打
連
、

夜
白
御
通
行
也
、
今
日
八
代
ニ
而
筑
前
之
牧
市
内
ニ
逢
、
乍
途
中
相
咄
候

一
、
五
日
、
朝
、
熊
本
ニ
而
筑
前
之
黒
田
山
城
へ
逢
、
山
形
典
次
郎
方
江
立
寄
、

今
日
面
会
前
よ
り
夜
ニ
入

一
、
六
日
、
筑
後
家
中
百
人
斗
、
日
田
通
今
日
通
行
、
上
奉
行
大
□
八
左
衛
門　

朝
、
府
中
着
、
此
所
よ
り
筑
前
上
座
郡
江
越
、
下
座
萩
本
並
三
奈
木
加
藤
方

江
立
寄
、
夜
通
罷
通
り
候

一
、
七
日
、
朝
、
宰
府
二
着
、
此
処
ニ
而
相
良
ニ
取
合
博
多
江
出
ル
今
夕
吉
永
氏

江
罷
越
、
西
町
ニ
至
戸
田
六
郎
ニ
逢

一
、
八
日
、
朝
、
戸
田
同
道
ニ
而
大
名
町
之
建
部
孫
左
衛
門
方
江
行
、
河
井
隠
居

も
相
見
得
候
、
博
多
二
口
屋
江
正
親
町
少
将
用
人
徳
田
隼
人
相
見
得
候
而
、

今
日
加
藤
又
左
衛
門
、
建
部
、
河
井
外
ニ
両
人
右
江
出
会
相
願
候
由
ニ
而
罷

越
候
由
、
左
候
而
今
夜
四
ツ
時
比
、
河
井
旅
宿
江
来
ル

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
葛
城
は
文
久
三
年
九
月
二
日
に
四
人
の
同
伴
者
と
共
に
加
治
木

を
出
発
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
日
は
大
口
に
泊
ま
り
、
三
日
は
佐
敷
に
お
い
て
、

禰
寝
家
（
小
松
帯
刀
）
が
久
光
に
先
発
し
て
上
京
の
途
に
あ
る
事
を
知
り
、
四
日
に

八
代
で
面
会
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
日
に
税
所
（
税
所
篤
）
と
も
面
会
し
、

筑
前
の
牧
市
内
と
は
途
上
で
会
っ
て
話
を
し
た
、
と
あ
る
。
五
日
の
朝
に
は
、
熊
本

で
福
岡
藩
家
老
の
黒
田
山
城
に
会
っ
た
後
、
山
形
典
次
郎
を
訪
問
し
て
い
る
。
さ
ら

に
六
日
の
朝
に
は
府
中
に
至
り
、
筑
後
の
家
中
（
有
馬
家
家
中
）
百
余
人
が
日
田
街

道
を
通
行
し
て
い
く
様
子
を
見
学
し
た
後
、
筑
前
の
上
座
郡
に
入
り
、
萩
本
、
加
藤

の
両
人
物
に
会
っ
て
い
る
。
続
い
て
七
日
の
朝
に
太
宰
府
に
お
い
て
相
良
藤
次
と
合

流
、
そ
の
後
博
多
に
入
り
、
夕
方
に
吉
永
、
戸
田
の
両
人
物
に
会
っ
て
い
る
。
そ
し

て
八
日
に
は
建
部
孫
左
衛
門
、
河
井
ら
の
人
物
と
面
会
し
て
い
る
。

　

葛
城
が
四
日
に
小
松
と
面
会
し
た
際
は
、
お
そ
ら
く
葛
城
に
与
え
ら
れ
た
形
勢
視

察
の
任
務
に
関
す
る
再
確
認
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
税
所
が

同
行
し
た
「
右
近
殿
」
は
、
島
津
家
一
門
の
島
津
右
近
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
日
に
面
会
し
た
福
岡
藩
家
老
の
黒
田
山
城
は
、
久
光
が
上
京
後
に
面
会
し
た
何

人
か
の
人
物
評
の
中
で
、「
実
ニ
奸
佞
ノ
者
ト
相
見
得
候
」
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で

あ
る
。
な
か
な
か
手
厳
し
い
人
物
評
で
あ
る
が
、
黒
田
山
城
は
文
久
三
年
八
月
十
日

に
は
、
薩
英
戦
争
の
戦
争
祝
賀
の
使
節
と
し
て
鹿
児
島
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

薩
摩
藩
の
人
々
の
中
に
は
既
に
何
人
か
の
知
己
が
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
九
、十
の
両
日
の
様
子
を
概
観
す
る
。
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一
、
九
日
、
朝
、
建
部
二
行
、
左
候
而
八
ッ
時
過
よ
り
出
立
、
夜
白
通
行
、
小
屋

之
瀬
ニ
而
筑
前
御
家
老
小
河
讃
岐
泊
り
ニ
相
成
、
明
日
黒
崎
ニ
而
正
親
町
殿

え
出
会
之
由
也
、
左
候
而
黒
崎
江
七
ツ
時
比
着
、
正
親
町
殿
宿
其
外
付
添
之

者
之
宿
且
詰
所
江
番
所
烑
灯
明
也
、
御
用
達
方
江
着
い
た
し
福
岡
之
小
田
部

定
右
衛
門
ニ
逢
諸
事
承
ル

一
、
十
日
、
四
ツ
時
比
小
倉
村
上
方
江
着
、
渡
海
舟
手
当
ニ
被
差
越
候

　
　

苫
舟
役
人
土
持
平
八
ニ
逢
彼
是
咄
合
、
此
節
守
衛
方
談
合
役
ニ
被
差
越
候
町

田
六
郎
左
衛
門
殿
江
も
取
合
咄
致

一
、
先
度
長
州
山
口
表
へ
筑
前
よ
り
御
使
者
へ
被
差
越
候
役
人
建
部
孫
左
衛
門
、

附
役
ニ
ハ
越
智
小
平
太
、
小
田
部
定
右
衛
門
、
小
野
加
賀
也
、

一
、
十
日
正
親
町
殿
取
会
ニ
浦
上
信
濃
相
勤
、
同
日
御
馳
走
有
之
、
晩
景
よ
り
正

親
町
殿
御
立
、
黒
崎
よ
り
御
乗
船
三
田
尻
御
越
也
、
九
日
ニ
正
親
町
殿
御
迎

之
先
触
来
候
由
也
、
御
帰
京
御
迎
立
ニ
被
仰
付
候
御
大
名
人
数
紀
州
、
彦
根
、

若
州
小
浜
、
豊
前
中
津
、
伊
予
松
山
候
、
右
五
頭
よ
り
之
警
固
人
十
人
ツ
ヽ

上
下
九
十
五
六
人
、
外
ニ
正
親
町
殿
之
雑
掌
壹
人
同
道
也
、

一
、
長
州
之
益
田
弾
正
、
久
坂
玄
瑞
、
寺
嶋
忠
三
郎
、
佐
々
木
男
也
当
分
在
京
、

一
、
米
藩
池
辺
茂
右
衛
門
、
木
村
三
郎
、
水
野
丹
波
在
京
、
石
州
津
和
野
ハ
久
留

米
候
之
御
兄
弟
故
、
水
野
丹
波
ハ
石
州
ヘ
相
扣
、
長
州
世
子
出
京
ニ
お
ゐ
て

ハ
早
速
上
京
可
致
と
の
事
之
由

一
、
正
親
町
殿
長
州
三
田
尻
御
滞
在
中
、
万
事
受
持
之
役
人
佐
久
間
佐
平

　
　

八
月

一
、
先
月
十
六
日
下
之
関
ニ
而
長
州
之
奇
兵
隊
ト
同
先
鋒
隊
と
戦
之
一
条
左
之
通

　
　

八
月
十
六
日
長
州
世
子
長
門
守
殿
下
之
関
ヘ
御
越
砲
術
御
覧
有
之
、
其
夜
同

所
竹
崎
之
白
石
方
へ
御
泊
之
処
、
其
夜
奇
兵
隊
よ
り
先
鋒
隊
え
致
砲
発
切
込

候
処
、
即
死
之
者
四
五
人
有
之
、
然
ル
ニ
先
鋒
隊
之
人
数
ハ
長
門
守
固
と
号

白
石
方
へ
逃
込
候
ヲ
、
奇
兵
隊
之
者
共
追
縋
り
来
候
間
門
ヲ
閉
候
、
翌
日
長

門
守
殿
奇
兵
隊
之
者
共
召
出
御
直
糺
有
之
候
処
、
先
鋒
隊
之
者
共
ハ
大
身
之

者
共
ニ
而
、
銭
遣
安
く
遊
女
抔
陣
屋
ニ
引
入
旁
ミ
タ
リ
ケ
間
敷
、
殊
ニ
宮
木

彦
助
頭
取
ニ
而
不
埒
之
所
行
御
座
候
ニ
付
、
彦
助
初
不
残
打
取
り
申
賦
ニ
御

座
候
、
我
々
共
ハ
中
山
殿
正
親
町
殿
え
相
付
罷
下
候
者
共
ニ
而
、
皇
国
之
御

為
ニ
一
命
捨
罷
在
候
者
共
ニ
而
御
座
候
由
申
出
ル
、
右
二
付
先
鋒
隊
之
人
数

ニ
ハ
御
糺
無
之
、
小
郡
之
様
御
遣
し
相
成
同
所
ニ
而
役
人
え
被
命
御
糺
明
之

所
、
先
鋒
隊
之
者
共
残
念
ニ
存
候
ハ
、
奇
兵
隊
ハ
御
直
糺
、
我
々
ハ
普
代
之

直
参
ニ
候
処
、
御
直
糺
ニ
も
不
及
残
念
ニ
存
候
旨
ニ
而
、
彦
助
申
出
候
趣
ハ
、

私
ハ
遊
女
ニ
も
罷
越
候
、
飛
入
候
等
常
之
事
ニ
御
座
候
、
何
そ
格
別
之
場
所

相
通
候
事
も
無
之
、
外
ニ
右
様
成
者
無
之
よ
し
ニ
而
切
腹
被
申
付
候
由
、
左

候
而
先
鋒
隊
願
出
趣
二
ケ
条
、
奇
兵
隊
ト
勝
負
御
免
不
被
仰
付
候
ハ
ヽ
御
暇

可
被
下
申
出
候
事

　

九
日
に
は
、
朝
に
建
部
（
孫
左
衛
門
、
福
岡
藩
か
ら
長
州
藩
に
遣
わ
さ
れ
た
役
人
、

と
の
説
明
が
あ
る
）
に
会
い
に
行
き
、
翌
日
に
福
岡
藩
家
老
の
小
河
讃
岐
が
黒
崎
に

お
い
て
正
親
町
殿
（
公
董
）
と
面
会
す
る
こ
と
を
知
る
。
葛
城
も
黒
崎
へ
行
っ
て
い

る
が
、
福
岡
の
小
田
部
定
右
衛
門
と
面
会
し
た
こ
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

十
日
に
は
、
小
倉
に
て
薩
摩
藩
士
の
土
持
平
八
と
守
衛
方
談
合
役
と
し
て
派
遣
さ

れ
て
い
た
町
田
六
郎
左
衛
門
と
面
会
し
て
話
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
日
記
の
内
容

か
ら
推
察
す
る
と
、
こ
の
場
に
お
い
て
葛
城
は
、
八
月
十
八
日
の
政
変
後
の
長
州
藩

の
状
況
や
、
正
親
町
公
董
の
動
静
な
ど
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
入
手
し
よ
う
と
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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正
親
町
公
董
は
、
小
倉
藩
な
ど
の
九
州
諸
藩
に
攘
夷
実
行
を
促
す
た
め
に
長
州
藩

が
朝
廷
に
派
遣
を
求
め
た
監
察
使
で
あ
り
、
そ
の
方
面
か
ら
政
変
後
の
長
州
藩
の
動

静
を
探
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
し
か
し
、
十
日
の
項
に
「
正
親
町
殿
長

州
三
田
尻
御
滞
在
中
、
万
事
受
持
之
役
人
佐
久
間
作
平
」
と
だ
け
あ
り
、
十
分
な
接

触
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
三
田
尻
か
ら
離
れ
た
北
九
州
に
お
い
て

は
、
な
か
な
か
詳
細
な
情
報
も
得
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
文
久
三
年
八
月
十
六
日
に
下
関
に
お
い
て
勃
発
し
た
教
法
寺
事
件
に
つ

い
て
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
や
や
遅
れ
た
時
期
に
、
葛
城
が
長
州
藩
の
事
情
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
覚

書
が
日
記
と
は
別
に
残
っ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
み
た
い
。

　

葛
城
彦
一
ノ
長
州
及
七
卿
事
情
覚
書

　
　
　

覚

一
、
正
親
町
殿
黒
崎
駅
滞
在
先
江
三
田
尻
七
卿
よ
り
使
と
し
て
、
本
水
藩
加
藤
有

林
当
分
山
田
貢
ト
名
乗
候
者
被
差
越
候
処
、
正
親
町
殿
御
出
帆
跡
ニ
付
下
関

江
渡
り
、
正
親
町
殿
御
用
人
徳
田
隼
人
ニ
逢
、
同
人
よ
り
之
手
紙
ヲ
以
筑
前

江
来
り
役
方
ト
取
会
候
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
親
施
）

一
、
筑
州
よ
り
長
州
江
被
差
立
候
使
江
山
口
ニ
而
益
田
弾
正
・
高
杉
晋
作
等
応
接

之
事
、

一
、
高
杉
晋
作
事
本
下
ノ
関
奇
兵
隊
惣
督
、
当
時
小
郡
辺
ニ
而
他
方
問
合
等
受
持

之
事
、

一
、
筑
州
之
世
子
御
上
京
中
国
路
御
通
行
、
長
州
よ
り
願
、
且
薩
長
確
執
之
姿
ニ

相
成
候
茂
、
根
を
糺
候
へ
ハ
如
何
ニ
茂
わ
け
な
き
事
ニ
付
相
解
候
様
御
執
持

可
被
下
旨
筑
前
候
江
頼
入
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　

（
毛
利
定
広
）

一
、
七
卿
同
道
ニ
而
長
門
守
殿
上
京
之
儀
、
御
周
旋
可
被
下
同
方
よ
り
頼
入
之
事

一
、
当
分
阿
州
之
士
気
振
立
候
ニ
付
、
徳
田
隼
人
差
越
、
且
土
州
迄
も
差
越
候
而

申
談
、
長
州
奇
兵
隊
并
和
州
之
徒
ト
一
ノ
調
子
合
旨
徳
田
等
心
組
之
事
、

一
、
下
ノ
関
江
長
州
御
家
老
国
司
信
濃
致
出
張
居
、
渡
海
之
者
改
メ
厳
重
之
事
、

一
、
同
所
教
法
寺
出
張
之
先
鋒
隊
人
数
凡
三
百
人
余
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
勝
行
）

一
、
筑
前
御
上
京
前
長
州
よ
り
之
御
使
者
井
上
与
四
郎
来
り
候
事
、

　
　
　

（
資
風
）

一
、
白
石
正
一
郎
并
山
本
林
蔵
外
ニ
四
五
人
九
月
初
旬
よ
り
蜜
々
上
京
い
た
し
候

と
の
事
、

一
、
小
倉
大
里
之
御
本
亭
并
阿
弥
陀
寺
之
三
浦
屋
源
蔵
か
事
、

一
、
下
関
白
石
方
江
御
預
ケ
早
船
之
事
、

以
上
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
竹
内
経
成
）

十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛
城
彦
一

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
長
州
藩
が
福
岡
藩
と
や
り
と
り
し
て
い
る
状
況
を
報
告
す
る
中

で
、「
薩
長
確
執
之
姿
ニ
相
成
候
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
政
変
後
の
薩
長
両
藩
の
対

立
状
況
に
触
れ
な
が
ら
、「
根
を
糺
候
へ
ハ
如
何
ニ
茂
わ
け
な
き
事
ニ
付
相
解
候
様

⑻
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御
執
持
可
被
下
旨
筑
前
候
江
頼
入
之
事
」
と
、
福
岡
藩
に
薩
長
両
藩
の
斡
旋
を
依
頼

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
く
文
に
も
、
福
岡
藩
に
七
卿
を
同
道

し
た
毛
利
定
広
の
上
京
の
周
旋
を
依
頼
し
て
い
る
記
載
が
あ
り
、
政
変
後
の
長
州
藩

の
苦
し
い
立
場
が
読
み
取
れ
る
。

　

引
き
続
き
、
十
二
日
以
降
の
日
記
を
掲
載
す
る
。

一
、
十
二
日
、
小
倉
立
、
小
屋
之
瀬
泊

一
、
十
三
日
、
青
柳
よ
り
新
宮
へ
着
、
七
ツ
時
此
相
嶋
へ
渡
海
一
夕
泊
、
十
四
日

　
　

相
嶋
よ
り
新
宮
へ
渡
り
、
奈
多
船
よ
り
夜
ニ
入
候
而
博
多
中
嶋
江
着

一
、
十
五
日
、
河
井
、
建
部
ニ
行
、
夕
建
部
等
来
ル

一
、
十
六
日
、
立
、
大
早
追
ニ
而
十
七
日
夕
□
ツ
時
比
、
熊
本
山
形
方
ニ
着
、
泊

ル

一
、
十
八
日
、
川
尻
ニ
到
り
、
御
着
待
上
候
而
言
上

　

十
二
日
に
小
倉
を
立
っ
た
葛
城
は
、
木
（
小
）
屋
之
瀬
に
泊
ま
っ
た
後
、
十
三
日

は
相
嶋
に
渡
り
一
泊
し
、
十
四
日
の
夜
に
博
多
に
至
り
、
十
五
日
に
河
井
、
建
部
の

両
人
に
会
っ
て
い
る
。
十
六
日
に
博
多
を
立
ち
、
十
七
日
の
夕
方
に
熊
本
に
着
き
、

再
び
山
形
典
次
郎
宅
を
訪
問
し
泊
、
翌
日
の
十
八
日
に
川
尻
に
て
久
光
の
到
着
を

待
っ
た
後
に
報
告
し
た
、
と
あ
る
。

　

久
光
は
、
九
月
十
二
日
に
鶴
丸
城
を
出
発
し
て
い
た
。
総
勢
千
七
百
余
り
の
藩
兵

を
引
き
連
れ
て
の
上
京
で
あ
り
、
鹿
児
島
を
出
て
、
阿
久
根
、
出
水
、
佐
敷
、
八
代

と
進
ん
だ
の
は
、
前
年
三
月
の
上
京
の
時
と
同
じ
行
程
で
あ
る
。
十
八
日
に
川
尻
に

着
い
て
葛
城
の
報
告
を
受
け
た
後
は
、
前
回
の
上
京
行
程
と
は
異
な
り
長
州
藩
の
領

域
を
避
け
た
経
路
を
進
ん
で
い
る
。
川
尻
か
ら
阿
蘇
を
横
断
し
て
二
十
六
日
に
豊
後

の
佐
賀
関
か
ら
乗
船
し
、
海
路
に
て
二
十
九
日
に
兵
庫
に
到
着
後
、
大
坂
を
避
け
て

伏
見
街
道
を
通
り
、
十
月
十
三
日
の
朝
に
京
都
の
二
本
松
藩
邸
に
入
っ
て
い
る
。

　

葛
城
は
大
津
ま
で
久
光
に
同
行
し
て
い
る
が
、
十
九
日
に
再
び
命
を
受
け
、
一
行

か
ら
離
れ
て
熊
本
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
葛
城
の
足
ど
り
に
つ
い
て
、
日
記

の
続
き
か
ら
辿
っ
て
み
た
い
。

一
、
十
九
日
、
大
津
御
泊
迄
罷
越
候
処
、
又
々
御
用
被
仰
付
金
子
御
渡
相
成
候
間
、

夜
通
熊
本
江
通
行
也
、
山
形
氏
ニ
泊
ル

一
、
廿
日
、
七
ツ
時
比
同
所
出
立
、
廿
一
日
暮
比
博
多
着
、
廿
二
日
夕
吉
永
へ
行

き
、
帰
り
掛
萩
本
吉
十
郎
江
問
合
候

一
、
廿
三
日
、
夕
萩
本
来
ル
、
小
田
部
来
ル

一
、
廿
四
日
、
朝
五
ツ
時
播
磨
殿
濱
屋
敷
ニ
而
同
人
御
逢
ニ
相
成
候
、
志
賀
同
道

大
□
方
へ
至
り
泊

一
、
廿
五
日
、
夕
小
田
部
来
ル

一
、
廿
六
日
、
出
立
蛙
町
泊
、
廿
七
日
、
小
倉
着

一
、
廿
八
日
、
朝
下
関
苫
船
江
掛
合
出
ス

一
、
廿
九
日
、
筑
前
世
子
今
日
大
里
御
渡
海
ニ
而
、
長
州
吉
田
御
泊

　
　

昨
夕
阿
久
根
、
白
濱
両
人
豊
後
路
よ
り
来
、
土
持
氏
関
よ
り
渡
海

一
、
十
月
朔
日
、
土
持
、
白
濱
等
打
合
い
た
し
候
事

一
、
同
四
日
、
小
倉
乗
船
、
五
日
田
之
浦
滞
船
、
六
日
四
ッ
時
過
田
之
浦
出
帆
、

八
日
七
ツ
時
過
室
之
打
越
に
繋
船
、
夜
七
ッ
時
よ
り
同
所
出
帆
、
九
日
四
ッ

時
分
大
坂
着
御
届
申
上
候
、
同
日
今
橋
二
丁
目
小
嶋
屋
善
作
方
江
行
、
宿
ハ

土
佐
堀
松
屋

一
、
十
日
、
暮
よ
り
八
間
屋
舟
に
而
登

⑽
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一
、
十
一
日
、
朝
伏
見
え
着
直
ニ
上
京
、
東
桐
院
錦
御
屋
し
き
外
長
屋
村
山
方
へ

立
寄
、
二
本
松
御
屋
し
き
ニ
行
、
大
久
保
家
江
至
り
、
御
用
筋
申
上
ル
、
暮

比
近
衛
殿
御
裏
御
殿
藤
井
方
へ
止
宿

　

葛
城
は
、
大
津
を
立
っ
た
後
、
再
び
北
行
し
て
二
十
一
日
に
博
多
に
至
り
、
五
日

後
の
二
十
六
日
に
出
立
し
て
翌
日
再
び
小
倉
に
着
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
十
月
四
日

に
小
倉
を
立
ち
、
九
日
に
大
坂
着
、
十
一
日
の
朝
に
京
都
に
入
り
、
二
本
松
の
藩
邸

に
至
り
、
大
久
保
利
通
に
報
告
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
日
の
暮
れ
頃
に
近
衛
邸

に
至
り
、
藤
井
良
節
の
家
で
止
宿
し
て
い
る
。
こ
の
旅
程
内
に
お
い
て
も
、
様
々
な

人
物
と
接
触
し
て
い
る
こ
と
が
日
記
の
記
載
か
ら
わ
か
る
。

　

十
七
日
に
は
再
び
命
を
受
け
、
藤
井
と
共
に
大
坂
に
向
か
う
。

一
、
十
七
日
、
御
用
被
仰
付
藤
井
同
道
に
而
下
る
、
同
日
夜
四
ッ
時
過
大
坂
着
、

虎
屋
へ
泊

一
、
十
八
日
、
藤
井
同
道
買
物
ニ
出
ル
、
今
日
相
良
上
坂
京
都
へ
登
、
夜
四
ッ
過

よ
り
舟
乗
、
兵
庫
へ
未
明
着
、
直
ニ
上
陸
□
屋
へ
廻
ル
、
十
九
日
見
物
滞
在
、

廿
日
暮
前
蒸
気
船
江
乗
込

一
、
廿
一
日
、
未
明
出
帆
、
廿
二
日
夜
四
ッ
過
豊
後
佐
賀
関
着
船
、
藤
井
同
道
此

所
江
上
陸
、
小
船
傭
受
鶴
崎
江
廿
三
日
朝
五
ッ
時
過
着
、
肥
後
屋
ニ
而
朝
飯

給
、
昼
よ
り
立
、
藤
井
氏
ハ
熊
本
之
様
罷
通
、
拙
者
今
夕
府
内
江
泊

一
、
廿
四
日
、
森
本
泊
、
廿
五
日
、
森
泊

一
、
廿
六
日
、
日
田
泊
、
御
陣
屋
江
暮
前
よ
り
罷
越
、
吉
田
憐
助
取
合
、
元
〆
也
、

屋
代
増
之
助
御
代
官
也
、
い
ろ

く
尋
事
有

一
、
廿
七
日
、
御
代
官
方
も
立
掛
至
り
、
今
夕
平
松
泊
、
牧
市
内
日
田
行
掛
ニ
逢
、

廿
八
日
、
三
奈
木
加
藤
方
江
泊
、
廿
九
日
、
甘
木
役
元
泊
、
晦
日
、
雑
掌
泊
、

十
一
月
朔
日
よ
り
博
多
泊

　

十
八
日
、
大
坂
を
出
て
兵
庫
に
至
り
、
二
日
後
に
は
乗
船
し
て
二
十
二
日
に
佐

賀
関
に
上
陸
、
二
十
三
日
鶴
崎
に
て
藤
井
と
別
れ
、
府
内
に
泊
ま
る
。
豊
後
の
道

を
行
き
、
二
十
六
日
に
日
田
に
至
り
、
二
十
七
日
に
平
松
泊
、
牧
市
内
に
出
会
い
、

二
十
八
日
に
は
三
奈
木
に
至
っ
て
十
一
月
朔
日
に
は
再
び
博
多
に
滞
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
、
葛
城
が
ど
の
よ
う
な
命
を
受
け
て
行
動
し
て
い
た
の
か
、
日
記
の
記
載

か
ら
は
十
分
に
読
み
取
れ
な
い
。
日
田
の
代
官
所
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や

は
り
何
ら
か
の
形
勢
視
察
の
命
を
受
け
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
日
記
も
博
多

に
至
っ
た
時
点
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　
お
わ
り
に

　

以
上
、
葛
城
彦
一
の
日
記
の
記
載
か
ら
、
葛
城
の
形
勢
視
察
及
び
文
久
三
年
久
光

の
三
度
目
の
上
京
に
つ
い
て
側
面
か
ら
見
て
き
た
が
、
久
光
の
上
京
経
路
は
出
発
前

に
既
に
決
定
し
て
い
た
事
項
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
葛
城
の
状
況
報
告
も
あ

る
程
度
参
考
に
は
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
細
川
、
黒
田
の
両
家
は
、
政
変
前
か
ら
藩
主
も
し
く
は
世
子
が
久
光
と
前

後
し
て
上
京
す
る
事
が
既
に
決
し
て
い
た
。
今
回
の
上
京
に
お
い
て
、
諸
侯
と
の
強

い
連
携
を
図
り
た
い
久
光
に
と
っ
て
は
、
葛
城
が
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
熊
本
、
福

岡
藩
に
関
す
る
情
報
が
自
ら
の
政
策
を
進
め
て
い
く
上
で
の
判
断
材
料
の
一
つ
に

な
っ
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
た
些
細
な
情
報
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
満
を
持
し
て
今
度
の
上
京
に
臨
も
う
と
し
て
い
た
久
光
に
と
っ
て
は
、

た
と
え
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
安
心
で
き
る
材
料
に
は
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

⒁

⑿

⒀
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そ
し
て
、
長
州
藩
に
関
す
る
情
報
に
関
し
て
も
、
葛
城
は
情
報
入
手
が
困
難
な
状

況
の
中
で
可
能
な
限
り
の
聞
き
取
り
に
努
め
て
い
る
様
子
が
窺
え
、
そ
の
事
も
薩
摩

藩
上
層
部
の
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
葛
城
は
、
近
衛
忠
房
に
嫁
ぐ
貞
姫
に
付
き
従
う
こ
と
と
な
る
が
、
元
治
元

（
一
八
六
四
）
年
七
月
の
禁
門
の
変
の
後
、
西
郷
隆
盛
の
密
命
を
帯
び
て
、
相
良
藤

次
と
共
に
再
び
長
州
の
探
索
に
潜
行
し
て
い
る
。

　

文
久
三
年
の
日
記
に
つ
い
て
の
考
察
は
以
上
で
あ
る
が
、
葛
城
は
、
元
治
元

（
一
八
六
四
）
年
と
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
も
日
記
を
書
き
残
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
日
記
も
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
く
こ
と
で
、
当
時
の
政
治
情
勢
を
更
に
違
っ
た

側
面
か
ら
見
て
い
け
る
と
思
わ
れ
る
。

　

葛
城
の
日
記
は
、
幕
末
期
の
形
勢
を
深
く
考
察
し
て
い
く
上
で
、
今
後
も
ぜ
ひ
広

く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
資
料
で
あ
る
。

　

注
（
１
）
山
内
修
一
『
薩
藩
維
新
秘
史　

葛
城
彦
一
傳
』（
葛
城
彦
一
伝
編
輯
所　

一
九
三
五
年
）
に
、
日
記
を
翻
刻
し
た
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
桐
野
作
人
『
さ
つ
ま
人
国
誌　

幕
末
・
明
治
編
２　

平
田
国
学
の
勤
王
派
葛

城
彦
一
（
上
）』（
南
日
本
新
聞　

二
〇
一
三
年
）
二
五
二
〜
二
五
三
頁　

（
３
）『
加
治
木
郷
土
誌
』（
加
治
木
町　

一
九
六
六
年
）
一
四
四
〜
一
四
五
頁

（
４
）
葛
城
と
同
じ
加
治
木
の
出
身
で
、
長
年
の
同
志
で
あ
っ
た
相
良
藤
次
を
指
し

て
い
る
。

（
５
）
前
掲
『
薩
藩
維
新
秘
史　

葛
城
彦
一
傳
』
四
〇
三
頁

（
６
）
芳
即
正
『
島
津
久
光
と
明
治
維
新
』（
新
人
物
往
来
社　

二
〇
〇
二
年
）

一
三
一
頁　

（
７
）『
鹿
児
島
県
史
料　

忠
義
公
史
料
二
』（
鹿
児
島
県　

一
九
七
五
年
）
№
，

五
一
六　

七
六
五
頁

（
８
）
教
法
寺
事
件
と
は
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
長
州
藩
の
正
規
部
隊
で
あ

る
撰
鋒
隊
と
奇
兵
隊
の
間
で
勃
発
し
た
武
力
衝
突
事
件
の
こ
と
を
指
す
。
奇
兵
隊

士
宮
城
（
木
）
彦
助
の
切
腹
、
高
杉
晋
作
の
奇
兵
隊
総
督
罷
免
で
決
着
し
た
。〔
町

田
明
広
『
攘
夷
の
幕
末
史
』（
講
談
社
現
代
新
書　

二
〇
一
〇
年
）
一
六
四
頁
の

記
述
を
参
考
と
し
た
。〕

（
９
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
史
料
二
』（
鹿
児
島
県　

一
九
九
三
年
）
№
，

七
五
五　

五
六
四
頁
よ
り
引
用

（
10
）
佐
々
木
克
『
幕
末
政
治
と
薩
摩
藩
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
四
年
）

二
一
七
頁

（
11
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
史
料
二
』「
久
光
公
上
京
日
録
」　

七
二
六

頁
（
12
）（
３
）
の
相
良
藤
次
同
様
、
葛
城
の
長
年
の
同
志
で
あ
り
、
京
都
留
守
居
副

役
で
あ
っ
た
村
山
斉
助
を
指
し
て
い
る
。

（
13
）
葛
城
の
長
年
の
同
志
で
あ
っ
た
藤
井
良
節
を
指
し
て
い
る
。

（
14
）
前
掲
『
幕
末
政
治
と
薩
摩
藩
』
二
一
五
頁

（
15
）
葛
城
は
、
文
久
三
年
十
二
月
二
十
四
日
夜
に
起
き
た
長
崎
丸
事
件
（
薩
摩
藩

が
幕
府
の
長
崎
製
鉄
所
か
ら
借
用
し
た
長
崎
丸
に
対
し
、
長
州
藩
が
下
関
海
峡
に

お
い
て
砲
撃
し
た
事
件
）
に
つ
い
て
も
後
日
、
詳
細
を
報
告
し
て
い
る
。〔『
鹿
児

島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
史
料
二
』
№
，
八
三
四　

六
七
三
頁
〕

（
16
）
前
掲
『
薩
藩
維
新
秘
史　

葛
城
彦
一
傳
』
四
三
九
頁

⒃

⒂
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○　

な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
町
田
剛
士
「
禁
門
の
変
前
後
の
薩
摩
藩

に
よ
る
京
都
警
衛
に
つ
い
て
︲
串
木
野
郷
士
野
元
良
図
『
上
京
日
記
か
ら
』
︲
」

（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
第
二
十
六
集
』
所
収
）
も
参
考
に
し
た
。

（
い
ち
む
ら
て
つ
じ　

本
館
学
芸
専
門
員
）




